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Ⅲ 試験研究の実施状況 

 

１ 各研究分野における試験研究の実施概要  

(1) 企画担当 

組織再編により平成27年度から新体制(農業技術研究センター）となった。 

 農業技術研究センターの管理・運営を効率的に推進するため、運営会議及び運営幹事会の事務を行うとともに、広   

報委員会、編集委員会、実験室管理委員会及び圃場管理委員会の運営に当たった。試験研究等の企画・調整業務とし

て、県民、農業者等の研究ニーズの把握と対応、研究課題の進行管理と評価及び研究成果の公表と情報発信を行った。 

また、特許等の知的財産の管理、産学官の共同研究及び交流等の推進、外部機関からの技術研修員の受入等の業務を

行った。新組織体制への移行に伴い、温室や実験棟新設等の施設整備に関する業務を行った。 

 

(2) 生産環境・安全管理研究担当   

ア 環境安全研究 

 安全・安心な農産物生産技術に係る試験研究として、残留農薬の一斉分析技術の開発や県産農産物の残留農薬実態 

調査・河川中の農薬モニタリング調査を実施した。また、化学物質等の農産物への影響回避技術開発研究として、水

稲に対するカドミウム等重金属の吸収抑制技術の開発や県内農耕地土壌の放射性物質の実態把握、農作物への影響回

避技術の開発を行った。環境に調和した生産技術として、食品残さ等リサイクル資源の有効利用を目指した資材の施

肥技術や農耕地土壌の実態調査とその土壌が持つ炭素固定能力などを解明した。また、新たな施肥基準の活用のため

に、施肥診断ソフトの開発を進めた。 

  受託試験事業では、新開発肥料資材や農薬の登録や適正利用技術の開発などを行った。 

  以上の成果は、成果発表会などを通じ、生産現場等への技術の普及・定着を図った。さらに、試験研究のほか、施 

肥指導に係る研修、農産物安全に関する講義等を実施した。 

  

イ 病害虫防除技術研究 

 環境保全型農業を推進し、安全・安心な農産物生産を実現するために、水稲では収穫期まで病害虫の発生を実用レ 

ベル以下に抑制する箱施用薬剤の選定と虫媒伝染性ウイルス病に対する抵抗性品種の効果検証を行い、麦類では黒節病

を対象に防除効果の高い薬剤の選定を行った。また、麦類・イチゴ・特産野菜などの新たな病害虫に対する防除技術の

開発、ナシのハダニ類、ブロッコリー細菌性病害、ネギ黒腐菌核病防除対策を検討し、農薬環境リスク低減技術を確立

した。さらに、ナシの省力的管理技術開発のために多機能スプリンクラーを設置し、試験を開始した。受託試験事業で

は、新規開発及び既登録の殺菌、殺虫、生物農薬の計49薬剤、除草剤1剤の登録・実用化に向けた試験を実施した。 

 近年多発しているイネ縞葉枯病に対しては、（国研）中央農研および関係各県と共同で管理技術の研究に着手した。

また、普及指導員、農業者などから約150件の防除技術相談を受け、病害虫の診断や同定を行い、防除対策の指導を行

った。 

 

ウ 鳥獣害防除研究 

  農業者の生産意欲拡大と持続性のある農業を展開するため、野生鳥獣による農作物被害を回避する技術の研究に取 

り組んだ。 

 中山間地域ではニホンザル、ニホンジカ、イノシシなどの在来動物、ハクビシン、アライグマなどの外来動物によ 

る複合的な被害が発生している。これらの被害を回避するため、多獣種に対応した侵入防止柵の開発や鳥獣が生息しに

くい環境作りに取り組んだ。とくに、個体数増加と生息域の拡大が著しいニホンザルとニホンジカについては特定危機

管理獣と位置づけ、効率的な管理技術の開発と実証を行った。 

 平坦地や市街地周辺ではハクビシン、アライグマなどの被害に加え、カラス、ヒヨドリなどの鳥類による被害も増 
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加している。これらに対応するため、既存資材の組み合わせで被害回避効果を高める技術や超低コストで普及しやす 

い侵入防止柵の開発研究を実施した。 

  新たに侵入が予想されるヌートリアやミンク、キョンなどの外来種に対応するため、情報収集と現地調査を実施し 

た。 

 

(3) 品種開発・ブランド育成研究担当 

ア 遺伝子情報活用研究 

新たな品種の開発、ブランドの育成を実現するために、遺伝子情報を活用した技術開発を推進した。農業技術研究

センター試験研究事業として、「水稲高温対策特別事業」、「DNAマーカーを活用した”もちもち米”開発とこだわり

米の食味の多面的評価」、「もっと埼玉野菜づくり特別事業」及び「新たな研究需要創出事業」（3課題）を実施した

。 

「水稲高温対策特別事業」においてはSSRマーカーの開発に取り組み、遺伝子診断技術を利用して「暑さに負けない  

」水稲新品種の選抜をおこなった。 

「DNAマーカーを活用した‘もちもち米’開発」では低アミロース遺伝子の確認できた個体の第2世代から、彩のか

がやきに近い3個体を選抜し、戻し交配2回目を実施した。 

「もっと埼玉野菜づくり特別事業」における「高機能性ブロッコリーの品種選定」では、機能性物質であるスルフ

ォラファンの合成に関わる遺伝子を幼苗期に検出する技術に取り組んだ。 

新たな研究需要創出事業のうち「“白目”の美食米特性の解明」においては、在来品種「白目」と他品種の穀粒中

化学成分と炊飯米物理特性を比較した。また、「白目」の優良形質の遺伝子座を特定するQTL解析を行うため、「コシ

ヒカリ」、「彩のかがやき」、「日本晴」と多型の得られるSSRマーカーの選定を行った。 

「サトイモ由来のガラクタン成分の解析」ではサトイモ中の多種の多糖類からガラクタンをTLCで展開し、PC画像解

析装置による数値化により、高額分析機器を使用しない簡易な定量技術の開発を行った。 

「埼玉ブランドイチゴの育成系統の実用化では3種ウイルスを検定可能なマーカー開発に取り組み、育成系統のウイ

ルス検定を実施した。 

これらの成果は学会、成果発表会、現地検討会、研修会、新聞、ホームページなどを通じて公表し、県民や生産者

へ積極的に情報提供を行った。 

 

イ 水稲研究 

農業技術研究センター試験研究事業として、大柱Ⅰ「安全・安心な農産物生産技術の開発」を１課題、「本県オリ

ジナル品種の育成と栽培管理技術の開発」を１課題、「調査研究」を4課題実施した。また、令達課題に取り組んだ。 

水稲等の新品種育成・定着化研究では、減農薬栽培に寄与できる病害虫抵抗性を有する水稲オリジナル品種の育成

や本県の気候風土に適した特徴ある品種の選定を行った。 

水稲高温対策特別事業では、遺伝子診断技術を利用し高温耐性品種の育種を行った。また、高温による水稲種子品

質への影響を解析した。水稲・麦類・大豆の現地支援及び累年調査事業では、範型・系統を隔離栽培し、選抜・淘汰

を行い種子純度の維持を行った。受託試験事業では、品質評価に関する試験、系統適応性等検定試験（水稲高温耐性）

を実施した。 

令達事業としては、主要農作物採種事業（原原種・原種生産体制整備事業)で、奨励品種の原原種の増殖を行い、原

種生産に必要な種子の増殖を行った。また、主穀作産地営農強化支援事業（安全・安心水稲新品種育成事業）では、

沖縄県での暖地二期作を利用した世代促進栽培を行った。 

 

ウ 野菜研究 

  イチゴの新品種育成、いも類の品種・系統維持、野菜もりもり大作戦事業、新たな研究需要創出事業を実施した。 
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イチゴの新品種育成では、イチゴの県オリジナル品種を育成するため、3次～5次の選抜（場内）と有望系統埼園1

号及び3号について現地試験を実施し、職務育成品種として種苗登録申請を行うこととなった。 

いも類の品種・系統維持では、14品種（系統）を栽培し、種芋を貯蔵し系統保存を行った。 

野菜もりもり大作戦事業では、イチゴ栽培における培地温制御資材の効果を確認するとともに、新たな品目として

岩槻ネギの検討を行った。 

新たな研究需要創出事業では、サトイモ新品種開発における多芽体発生と培養条件の検討を行った。 

 

エ 種畜生産研究 

   酪農・飼料関係では、乳牛・肉用牛の生産性向上、肉用牛の改良増殖、飼料自給率の向上等を目的とし9課題を実

施した。 

   乳牛の課題では、凍結性選別精液の受胎率向上を目的とした定時授精プログラムおよび人工授精方法の検討、ルー 

メン発酵の健全性の向上を目的としたNFC水準解明、乳成分から牛のエネルギー状態を推測する式を完成することを

目的とした各泌乳ステージにおけるエネルギー出納の調査を行った。 

   肉牛では、秩父高原牧場と連携した優良黒毛和種供卵牛の採卵及び受精卵の凍結保存、移植による黒毛和種子牛の 

増産・供給の支援、県産飼料の活用と低コスト化を目的とした乳用雄牛の肥育試験を実施した。 

   飼料の課題では、飼料高騰対策を目的とし、高糖分・高消化性飼料用稲の栽培・調製技術の開発、脱酸素剤等を活

用したサイレージ調製補助剤の開発、飼料用トウモロコシ16品種の生育・収穫調査、自給飼料分析事業による県内農 

家の自給飼料97検体の分析を行った。 

   養豚関連では5課題を実施した。凍結精液を利用した豚の夏季受胎率向上試験と凍結乾燥精液の開発では、夏季離

乳した種雌豚に対し、ホルモン処置もしくは、魚粉投与を行い発情誘起を促すとともに、本県で開発した、超少量凍

結精液を用いた人工授精方法で人工授精を実施した。また、凍結乾燥精液の開発では、ＤＮＡ損傷度の少ないバッフ

ァーを特定し凍結乾燥精液を作製し、顕微授精を実施した。新たな豚精液長期保存方法の開発においては、5℃で4 

週間以上の精子の生存性を維持できる方法を開発した。高コレステロール／動脈硬化症ミニ豚の系統造成に関する研 

究においては、F1高コレステロール／動脈硬化症種雄豚と種雌豚の交配によりF4世代の作出を行った。豚受精卵移植

技術の確立試験では、と畜場から採取した卵巣から卵子を採取し、体外受精卵を6回作製した。埼玉ブランド農産物

推進事業においては、人工授精により生産された英国系黒豚から優れた後継豚を選抜し、種豚30頭、子豚108頭を県

内農家に払い下げた。 

   養鶏関連では2課題を実施した、タマシャモ生産体制整備事業では種鶏の更新を2回、原種の更新を1回実施した。

肥育用素雛は35,010羽を農家に譲渡し、2年続けて35,000羽を超えた。血統更新事業ではロードアイランドレッド原

種及びタマシャモ原種の血統更新を開始した。タマシャモ原種鶏の危機管理対策として県内の3農業高校で分散飼育

を行った。 

   環境関連では、畜産環境問題の要因のひとつである畜舎汚水対策として、低曝気処理技術について、普及農家4戸

の実態調査と、センター内で作成した低曝気水の脱臭効果を調査した。また今後の水質関連試験にも対応できるよう

に、当センターの汚水処理施設を更新した。 

 

(4) 高度利用・生産性向上研究担当  

 ア 水田高度利用研究 

     農業技術研究センター試験研究事業として、大柱Ⅱ「県オリジナル品種（埼玉ブランド）となる新品種の育成・普 

及」を1課題、大柱Ⅲ「土地利用型農業における大規模低コスト・高収益な生産技術の開発」を3課題（うち、提案公

募型研究事業2課題）、大柱Ⅳ「生産効率が高く、付加価値の高い農産物生産技術の開発」を1課題、大柱Ⅵ「調査研

究」を2課題実施した。また、水稲高温対策特別事業として「高温登熟障害に強い水稲生産技術の開発」、埼玉野菜

もりもり大作戦事業として「水田の野菜基地化」に取り組んだ。概要は次のとおりであった。 
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大柱Ⅱの「DNAマーカーを活用した”もちもち米”開発とこだわり米の食味の多面的評価(3)ワンランクアップした

食味評価を狙える「こだわりの技術」開発」では、「コシヒカリ」を対象に玄米粒厚を厚くし、食味を向上させる栽

植密度、施肥法、水管理法について検討を行った。 

大柱Ⅲの「二条大麦「彩の星」の生育診断による追肥判定技術の開発」では、「彩の星」の栽培法の検討、生育診

断指標となりうる項目（生育量、葉色など）を検討した。「高糖分高消化性稲WCS用品種の地域条件に適した多収栽

培の開発」では本県に適した高糖分高消化性WCS用稲の品種選定を行った。「土壌物理性と土壌水分を指標とした多

収阻害要因の改善技術確立」では場内の多収ほ場、少収ほ場において土壌物性、土壌化学性等を調査するとともに、

かん水等により土壌水分を変化させて、麦への影響を検討した。 

大柱Ⅳの「ビール麦の有機質資材を用いた施肥法の確立」では混合堆肥複合肥料「エコレット055」の適用性を検

討した。「水稲・麦類・大豆の現地支援及び累年調査事業」では、稲、麦の累年調査を実施し現地への技術支援を行

った。「受託試験事業（植物調節剤実用化試験）」としては、新規水稲除草剤の実用性について検討を行った。 

「高温登熟障害に強い水稲生産技術の開発」では、「彩のかがやき」、「彩のきずな」を対象に高温障害を軽減

する施肥法、移植法等について検討した。 

「水田の野菜基地化」ではブロッコリーのスーパーセル苗、サトイモの水田栽培適性、ブロッコリー、水稲等を組

み合わせた野菜輪作体系の検討を行った。 

  

イ 高収益畑作研究 

 野菜もりもり大作戦事業においては、「機械化技術開発」、「気象災害対策技術」、「新たな品目の導入」につい

て取り組んだ。「機械化技術開発」では、キャベツ収穫機を利用したブロッコリーの機械一斉収穫に適した品種につ

いて検討した。また、丸系八つ頭については調製作業の省力、軽労化について検討した。「気象災害対策技術確立」

では、サトイモの最適水分率の解明について取り組んだ。 

新たな品目の導入」では、丸系八つ頭について、需要に適合した規格を得るための植え付け深さ、培土量、種芋の

大きさの検討を行った。 

  「異常気象に負けない県産大豆の安定多収生産技術の構築と安定化」では、「里のほほえみ」の播種期、栽植密度

及び種子消毒の効果について検討した。 

  「奨励品種決定調査」については、麦延べ25系統、大豆1系統について検討した。 

  「受託試験事業」では、新規除草剤1剤3処理の実用性について検討を行った。 

 

ウ 施設園芸先端技術研究 

  野菜関係では、低温ストレスがトマトに与える影響の解明した。野菜もりもり大作戦事業の「端境期解消のための

新規作型の開発」では、キュウリつる下ろし栽培による長期1作型の開発と新規作型開発のための環境制御技術の確立

について検討し、「美味しく元気な野菜生産」では、高機能性キュウリ品種の選定やブロッコリーにおける高機能性

成分の品種間差異及び機能性成分を高める栽培技術について検討した。また、モニタリング課題としてナスの台木の

違いによる品種特性調査を行った。 

  低温ストレスがトマトに与える影響の解明については、冷凍庫の平均温度-1.7℃では、枯死するトマト苗はみられ

なかったが、3時間処理では、その後の伸長が抑制された。Kinectを用いた葉面積測定では、低温処理時間により葉

面積に差が認められた。 

「端境期解消のための新規作型の開発」では、つる下ろし栽培によるキュウリ長期1作型の開発においては、栽培

ハウスの整備のためハウスのスペースの都合上、長期１作型に適した台木について、生育調査を実施した。新規作型

開発のための環境制御技術の確立については、栽培施設が未完成のために試験を実施することができなかった。 

  「美味しく元気な野菜生産」では、キュウリにおける品種の差異が機能性成分に及ぼす影響において、アミノ酸の

含有量は、品種間における差異が大きかった。さらに高機能性を有するキュウリ遺伝資源の探索を種苗会社中心に、



                          Ⅲ－１ 試験研究の実施概要 
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情報収集を行った。 

  高機能性ブロッコリー品種の選定と栽培技術確立では、ブロッコリー8品種を供試し、10月5日に定植し、収量性、

品質を調査した。花蕾におけるグルコラファニンの含有量は、「グランドーム」が最も高かった。 

モニタリンｸﾞ課題では、ナス品種「式部」、「あのみのり」にトマト台木を接ぎ木し、収量性を検討した。「式

部」と「影武者」、「マグネット」「BF興津101号」、「サポート」の組合せと「あのみのり」と「影武者」、「ブ

ロック」、「マグネット」、「BF興津101号」、「サポート」の組合せは、ナス台木と同等以上の収量性が認められ

た。 

花関係では、新規需要開拓のためのチューリップ新品種育成と切り花等高品質化技術の開発や夏季高温期に対応で

きる苗物花きの生産と生産維持技術の開発、花きの栽培特性調査について検討を行った。 

夏季高温期出荷に適した球根植物の選定では、ユリ類について、オリエンタル系と比較した結果、LA系やカノコ

ユリは夏季の高温期でも正常に開花し、夏季の植栽に有望であることが明らかとなった。 

鉢物の利用拡大に向けた開花調節技術の開発では、ポットマムについて、短日処理による育苗を高冷地と平地で行

い、開花に及ぼす影響を比較した。高冷地育苗を行えば7月中旬から8月の出荷が可能であることがわかった。リンド

ウについても、高冷地育苗により8月上旬からの出荷が可能であることが明らかとなった。 

芳香成分を発散させる鉢花栽培技術の開発では、慣行普通栽培作型にて、球根の大きさが香りに及ぼす影響をチ

ューリップ「サニープリンス」、及び「黄小町」の球周9～13cmの球根を用いて調べた結果、球根の大きさにより香

気成分量に大きな違いは見られなかった。 

鉢花の品質保持技術の開発では、チューリップ「クリスマスドリーム」の球根を用い、開花日に、無加温ガラス温

室を用いた屋内条件（家庭の玄関先を想定）と露地雨よけ施設での屋外条件（庭先を想定）で管理し、日持ちに及ぼ

す影響を調べた。低温処理期間を8週間から3週間にして草姿をコンパクトにすると、屋外条件では開花後に花茎が湾

曲するのが抑えられ品質保持期間が延長した。 

日持ち保証販売に対応した高品質切り花生産技術の確立では①市販の品質保持剤を施用しユリの日持ちに及ぼす

影響を調べた②チューリップの品質保持技術の開発では、品質保持剤による13種中半数の品種で日持ちの延長が確認

できた。③夏季に栽培期間中のコチョウランに対し１－MCPを処理した結果、日持ちへの影響は認められなかった。

モニタリング課題では、花きの栽培特性調査キク7品種について調査を行い、品種ごとに開花の早晩性を明らかにし

た。 

 

エ 果樹研究 

 埼玉県に適した果樹品種の育成・選抜、収量向上、省力化、安定生産、高品質果実（無核大粒）生産について、研

究を実施した。ニホンナシ品種育成・選抜については、第3次が5系統、第4次が1系統、第5次が53系統で、果実品質

を調査し、第3次4系統、第4次1系統、第5次36系統については本年度で試験を中止した。 

     樹体管理による「あきづき」「王秋」の果肉崩壊症対策では、摘果やカルシウム資材及びマグネシウム資材の葉面

散布による軽減効果を検討した。 

肥培管理による「あきづき」の果肉障害発生抑制技術対策では、元肥施用量と追肥時期の2要因試験、元肥施肥養

分量とカルシウム、マグネシウム資材の葉面散布を組み合わせて、障害発生と施肥量、施肥時期、カルシウム、マグ

ネシウム施用との関係性を検討した。また、現地発生圃場、未発生圃場の土壌、葉分析を行い、障害発生要因を検討

し、発生圃場において、カルシウム、マグネシウム資材の葉面散布による障害発生低減効果を検討した。 

ブドウでは大粒系ブドウの「シャインマスカット」の果実軟化の異常などで、見た目ではわからず低糖度果などが

混入する「未熟果混入症」について、県内各地の「未熟果混入症」の実態と発生環境の調査を実施した。本県育成の

ニホンナシ「彩玉」、ブドウの新品種、クリ「ぽろたん」について、産地での高品質安定生産に向けて講習会等を通

じて生産者、関係機関職員に指導した。 



Ⅲ-2 試験研究課題一覧

大柱１ 安全・安心な農産物生産技術の開発

（２）農薬に頼らない生産技術の開発

No
.

課題名 担当 研究チーム
研究
開始年

研究
終了年

1
特産野菜クワイの安定生産をおびやかす「ひぶくれ病」
防除対策技術の開発と現地実証

生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究
H25 H28

2
麦類種子生産における「ムギ類黒節病」防除対策技術の
開発

生産環境・安全管理研究
品種開発・ブランド育成研
究

水稲研究
病害虫防除技術研究 H25 H28

3
麦類で増加する黒節病などの種子伝染病害を防ぐ総合管
理技術の開発

生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究
H25 H28

4 音響的手法によるコナジラミ類の物理的防除法の開発 生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究 H26 H28

5 植物保護に有用な糸状菌の探索と有用微生物コート種子
の開発

生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究 H26 H28

6
水稲複合病害虫抵抗性品種の防除削減によるリスク評価
と「彩のきずな」など新たな奨励品種での減農薬・減化
学肥料栽培法の確立

生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究
環境安全研究 H27 H29

7
産地に応じて抵抗性品種薬剤防除を適宜利用するイネ縞葉
枯病の総合防除技術の開発

生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究
H27 H29

（３）農林産物の安全性を高める技術の開発

No
.

課題名 担当 研究チーム
研究
開始年

研究
終了年

8
残留農薬一斉分析システムの構築による本県農産物の安
全生産推進

生産環境・安全管理研究 環境安全研究
H24 H27

9
新たな防除技術を活用したイチゴの省力的害虫防除体系
の確立

生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究
H26 H28

大柱２ 本県オリジナル品種の育成と栽培管理技術の開発

（１）多彩な農林産物を生産、供給するための特色ある品種の育成・選定

No
.

課題名 担当 研究チーム
研究
開始年

研究
終了年

10
水稲等の新品種育成・定着化研究
（育種課題）

品種開発・ブランド育成研
究
高度利用・生産性向上研究

水稲研究
高収益畑作研究 S27

11 ニホンナシの交雑育種（育種課題） 高度利用・生産性向上研究 果樹研究 S59

12
イチゴの県オリジナル品種の育成 高度利用・生産性向上研究

生産環境・安全管理研究
野菜研究
病害虫防除技術研究 H19 H28

13
「暑さに負けない」水稲新品種の育成 品種開発・ブランド育成研究 水稲研究

遺伝子情報活用研究 H23 H27

14
病害虫複合抵抗性を有するコシヒカリNILの迅速な育成 品種開発・生産性向上研究 遺伝子情報活用研究

水稲研究 H26 H28

15
新規需要開拓のためのチューリップ新品種育成と切り花等高
品質化技術の開発

高度利用・生産性向上研究 施設園芸先端技術研
究 H26 Ｈ30

16
ＤＮＡマーカーを活用した”もちもち米”開発とこだわ
り米の味の見える化

品種開発・生産性向上研究
生産環境・安全管理研究

遺伝子情報活用研究
環境安全研究
水稲研究

H27 H31

大柱３ 低コスト・省力生産技術の開発

（１）農林産物の省力・快適作業化・低コスト生産技術の開発

No
.

課題名 担当 研究チーム
研究
開始年

研究
終了年

17
低温遭遇が施設果菜類の収量・品質に及ぼす影響解明と
低温障害回避技術の開発

高度利用・生産性向上研究 施設園芸先端技術研
究 H25 H27

18
野菜もりもり大作戦Ⅰ（野菜の省力・機械化技術の研究
開発）

高度利用・生産性向上研究
品種開発・ブランド育成研

高収益畑作研究
遺伝子情報活用研究

H26 H30

19

多機能スプリンクラーによるナシ園の省力管理技術開発 生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究
農業革新支援担当
果樹研究
環境安全研究

H27 H29

20
県内産飼料多給による低コスト畜産物生産技術の確立 品種開発・ブランド育成研

究
種畜生産研究
水田高度利用研究

H27 H30
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Ⅲ-2 試験研究課題一覧

（２）農林産物を高品質・安定供給する生産技術の開発

No
.

課題名 担当 研究チーム
研究
開始年

研究
終了年

21
高温登熟障害に強い水稲生産技術の開発 高度利用・生産性向上研究 水田高度利用研究

H23 H27

22
本県の酪農経営に有利となる性選別精液利用技術の確立 品種開発・ブランド育成研究 種畜生産研究

H25 H27

23
異常気象に負けない県産大豆の安定多収生産技術の構築と
定着化

高度利用・生産性向上研究 高収益畑作研究
H25 H27

24
ルーメン発酵の健全化による乳牛の繁殖性向上技術の開
発

品種開発・ブランド育成研
究

種畜生産研究
H25 H27

25
凍結精液を利用した豚の夏季受胎率向上試験と凍結乾燥精
液の開発

品種開発・ブランド育成研究 種畜生産研究
H26 H29

26
二条大麦「彩の星」の生育診断による追肥判定技術の開
発

高度利用・生産性向上研究 水田高度利用研究
H26 H28

27
日持ち保証販売に対応した高品質切り花生産技術の確立 高度利用・生産性向上研究 施設園芸先端技術研

究 H26 H28

28
ニホンナシ「あきづき」「王秋」に発生する果肉崩壊症
の発生低減技術の開発

高度利用・生産性向上研究 果樹研究
H26 H28

29
農水省委託プロ（肥培管理による「あきづき」の果肉障
害発生抑制技術の開発と体系化）

高度利用・生産性向上研究 果樹研究
H26 H30

30
農水省委託プロ（かいよう性虎病の被害軽減技術の開発
（ユズ））

生産環境・安全管理研究
農業革新支援

病害虫防除技術研究
農業革新支援担当 H26 H30

31
JST研究成果最適展開支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑA-STEP(キュウリウイ
ルス病の自動画像診断システム）

生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究
H26 H27

32
野菜もりもり大作戦Ⅱ（水田を活用した野菜生産技術の
研究開発）

高度利用・生産性向上研究 水田高度利用研究
H26 H30

33
野菜もりもり大作戦Ⅲ（野菜の新規作型の研究開発） 高度利用・生産性向上研究 施設園芸先端技術研

究 H26 H30

34

野菜もりもり大作戦Ⅳ（美味しくて元気な野菜生産技術
の研究開発）

高度利用・生産性向上研究
品種開発・ブランド育成研
究

施設園芸先端技術研
究
高収益畑作研究
野菜研究
遺伝子情報活用研究

H26 H30

35
新たな豚精液長期保存方法の開発 品種開発・ブランド育成研

究
農業革新支援

種畜生産研究
農業革新支援担当 H27 H30

大柱４ 環境に調和した生産技術の開発

（１）環境への負荷を低減し、循環型社会を実現する技術の開発

No
.

課題名 担当 研究チーム
研究
開始年

研究
終了年

36
農業の土壌機能における炭素固定能力解明 生産環境・安全管理研究 環境安全研究

H20 H28

37
新たな施肥基準の活用推進に向けた施肥診断ソフトの開
発

生産環境・安全管理研究 環境安全研究
H26 H27

38
委託プロ 高糖分高消化性イネＷＣＳ用品種の地域条件
に適した多収栽培の開発

品種開発・ブランド育成研究
高度利用・生産性向上研究

種畜生産研究
水田高度利用研究 H27 H31

大柱５ 調査研究

No
.

課題名 担当 研究チーム
研究
開始年

研究
終了年

39
園芸作物の新品目の特性調査
（モニタリング）

品種開発・ブランド育成研
究
高度利用・生産性向上研究

野菜研究
施設園芸先端技術研
究

H12

40
土壌保全調査
（モニタリング）

生産環境・安全管理研究 環境安全研究
H11

41
水稲・麦類・大豆の現地支援及び累年調査事業（モニタ
リング）

高度利用・生産性向上研究 水田高度利用研究
S27

42
いも類の作況調査と品種・系統の維持(モニタリング) 品種開発・ブランド育成研

究
野菜研究

H9

43
ナシ作況調査
（モニタリング）

高度利用・生産性向上研究 果樹研究
S44

44
鳥獣害被害状況調査（モニタリング） 生産環境・安全管理研究 鳥獣害研究

H27
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Ⅲ-2 試験研究課題一覧

45
受託試験事業
（高窒素エコペレットの利用技術に関する試験）

生産環境・安全管理研究 環境安全研究
H21 H27

46

受託試験事業
（新規農薬・植物調節剤実用化試験）

生産環境・安全管理研究 環境安全研究
病害虫防除技術研究
水田高度利用研究
高収益畑作研究
果樹研究

－ H27

47
受託試験事業
（高能力飼料作物品種選定調査）

品種開発・ブランド育成研究 種畜生産研究
H26 H28

48
受託試験事業
(高コレステロール血症／動脈硬化症ミニブタの系統造成）

品種開発・ブランド育成研究 種畜生産研究
H24 H28

49

受託試験事業
（品質評価試験に関する試験）
（１）ビール大麦の粗タンパク質含有量分析
（２）一般発芽試験

品種開発・ブランド育成研究 水稲研究

H16 H27

50
受託試験事業
（系統適応性等検定試験「水稲高温登熟性検定試験」）

品種開発・ブランド育成研究 水稲研究
H16 H27

新たな研究需要創出事業 H27 H27

「白目」の美食米特性の解明 品種開発・ブランド育種研究 遺伝子情報活用研究
H27 H27

サトイモ新品種開発における多芽体発生と培養条件の検討 品種開発・ブランド育種研究 野菜研究
H27 H27

不良発酵防止のための発酵飼料調整補助剤の開発 品種開発・ブランド育種研究 種畜生産研究
H27 H27

ブドウ「シャインマスカット」の生理障害の発生実態と要因解
析および直売向け選果基準

高度利用・生産性向上研究 果樹研究
H27 H27

サトイモ由来のガラクタン成分の解析 品種開発・ブランド育種研究 遺伝子情報活用研究 H27 H27

埼玉ブランドいちご育成系統の実用化 品種開発・ブランド育種研究 遺伝子情報活用研究 H27 H27

52

令達事業
主穀作産地営農強化支援事業
安全安心水稲新品種育成事業

品種開発・ブランド育成研究 水稲研究

H25

53
令達事業 主要農作物採種事業
原原種・原種生産整備事業

品種開発・ブランド育成研究 水稲研究
S37

54
令達事業 有害動植物防除等体制整備促進事業
野生動物の農作物被害防止総合対策の推進

生産環境・安全管理研究 鳥獣害研究
H20 H27

55
令達事業 中山間ふるさと事業
野生獣の農作物被害防止総合対策の推進

生産環境・安全管理研究 鳥獣害研究
H21 H27

56 令達事業 安心安全農作物確保対策事業

①ヒ素とカドミウムのトレードオフを考慮した水稲のヒ素、カド
ミウム同時吸収抑制の開発 H25 H27

②土壌および農作物における放射性物質の実態把握及び安
全性確保要因の解明 H25 H27

③殺線虫剤の土壌残留とその防除効果の関係解明(施設
キュウリ）

H25 H27

④コメ中の無機ヒ素濃度低減技術確立のための実態把握
H27 H29

57
令達事業 消費安全対策交付金事業
病害虫防除対策

生産環境・安全管理研究 病害虫防除技術研究
H27 H27

令達事業 農薬安全対策事業

①マイナー作物の農薬残留確認調査 H18 H27

②農薬残留実態調査
H17 H27

③河川中農薬モニタリング調査 H27 H27

59 令達事業 畜政推進事業 飼料対策事業 品種開発・ブランド育成研究 種畜生産研究 S63

令達事業 高品質畜産物生産体制整備事業

①豚の受精卵移植技術高度化試験 H10 H27

②受精卵移植技術高度化試験 H23 H27

③高品質畜産物生産振興事業（タマシャモ生産体制整備事
業）

H27 H27

61
「彩の国地鶏タマシャモ」血統更新事業
彩の国地鶏タマシャモ開発研究事業

品種開発・ブランド育成研究 種畜生産研究
H27 H32

58

60

51

環境安全研究

品種開発・ブランド育成研究

生産環境・安全管理研究

生産環境・安全管理研究

環境安全研究

種畜生産研究
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